
日常的な持ち帰りに向けて、連絡帳をデジタル化

【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

大阪市立東粉浜小学校（大阪市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

「Reading Coach」機能を活用した音読課題

連絡帳と翌日の予定をクラウド上で共有しています。予定
だけでなく、学習内容や宿題も確認できるので、対面授業
に参加した児童の振り返りに役立つとともに、欠席した児
童も本日の学習内容や課題を確認することができます。

音読課題を、Teamsの「Reading Coach」機能を活用
して取り組むようにしました。工夫があった音読は学級
で紹介し、友だちの音読を聞く経験を通して、読む速さ
や強弱、声の高低や抑揚といった音読による表現の幅
を広げることにつながりました。

今日の宿題は漢字
ドリルの・・・。
あ、明日は体操服が
いるのね。

読む速さに気を
つけて、もう一度
読んでみよう！

TeamsのReading Coach機能を活用し、音読の家庭学習を充
実


